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郵政業務功労
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　昭和50年に消防団員に任命。
平成24年からは分団長として団
員を導き、40年余りの永きにわ
たり、地域の消防活動に尽力し
ました。
　受章にあたり「消防操法競技
に誘われ入団しました。指導を
受けながら日々練習を重ね、２
年連続で県３位入賞を果たすこ
とができました。消防団活動の
中で印象に残っているのは、昭
和58年の久慈大火。団長の指示
のもと市内状況の把握のため、
巡回車で火が付いた木が倒れ炎
のトンネルのようになった道を
進んだことが忘れられません。
東日本大震災では行方不明者の
捜索に従事。小袖地区では余震
の警報のたびに崖をよじ登り、
避難しながら捜索を続けたこと
が思い出されます。団員には被
災者の大変な思いを共感して活
動してほしいです。消防団活動
が地域防災の中核として地域活
性化の一助になることを願って
います」と思いを語りました。

　昭和46年に宇部保育園に採用。
平成元年に主任保育士、平成９
年からは園長を務め、51年間の
永きにわたり同保育園の児童の
保育に尽力しました。
　受章にあたり「保育士生活の
中では子どもや保護者、同僚の
職員の様子を見守り、疑問を感
じたときは、声を掛けるように
努めてきました。印象に残って
いることは、特徴を持つ子への
保育。当初はみんなと同じよう
にさせた方が良いと思っていま
したが、その子の世界を理解し、
個性を伸ばすことも大切だとい
うことを学びました。後に芸術
の分野で取り上げられていた記
事を拝見し、うれしく思ったこ
とが思い出され、今でも一生の
勉強だと思っています。
　同僚や夫、児童や卒園した後
も声をかけてくださった保護者
の皆さんに支えられ、長い間宇
部保育園に勤めることができま
した。とても感謝しています」
と思いを語りました。

　昭和４２年に東北大学付属病院
に看護師として採用。昭和44年
からは久慈准看護学院で教員と
して後進の育成に尽力。昭和56
年に再び看護師、平成６年から
は総看護婦長として県立病院に
勤め、看護業務に貢献しました。
　受章にあたり「これからは女
性も手に職をつけていく時代と
母からアドバイスを受け看護師
の道へ。教員時代は、現場で求
められる知識をできるだけ教え
ようと奮闘しました。その中で、
学びの宝庫である病院での実習
を生徒たちが育つ環境にしたい
思いから看護師として現場復帰。
周りの小さなよろこびも共感し
共有することを心がけてきまし
た。指導する中で自分も相手か
ら学び、教えることは教わるこ
とと実感。たくさんの祝意をい
ただき少しは貢献できたのかな
と感じています。後輩には患者
や家族に安心を届けられる支援
ができるよう自分を磨き頑張っ
てほしいです」と語りました。
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　昭和51年に小学校教員に採用。
平成12年に久慈市教育委員会学
務課長、県教育事務局花巻教育
事務所長や久慈小学校長を歴任。
平成25年の退職までの永きにわ
たり、教育活動に尽力しました。
　受賞にあたり「赴任した最初
の２校は研究が盛んな学校で、
県の社会化研究会や国語研究会
など、７年で６回の公開研究会
を実施。経験豊かな諸先輩から
基礎を叩きこまれ鍛えられまし
た。そこでの経験が後に生きて
きたと感じています。保護者の
人たちにも大変良くしていただ
きました。これまで支えてくれ
た先輩や同僚、教師の道に導い
てくれた高校３年担任の佐藤勝
一先生に心から感謝しています。
教員という職業は、子どもたち
の将来に関わる大事な仕事です。
教職員のみなさんには、岩手県
内の教員に採用されたことを誇
りに思い、子どもたちのために
頑張ってほしいです」と後輩に
エールを送りました。

　昭和51年に東京都港区の芝郵
便局に採用され、昭和54年に大
川目郵便局に異動。平成14年か
ら盛岡中央郵便局法人郵便営業
課で総務主任を務めた後、市内
郵便局に勤め、通算44年間郵政
事業に貢献しました。
　受章にあたり「地元の先輩が
郵便局員で身近な存在だったこ
とから、自身も志しました。東
京時代には集荷や配達業務が中
心でしたが、久慈市に異動し営
業も担当。不慣れな業務の中で、
配属となった大川目と侍浜町の
皆さんには、本当にお世話にな
りました。業務の傍ら盛岡に異
動する平成13年までは、高校の
野球の指導者として活動しまし
た。微力ながら地域に貢献でき
たのも、さまざまな場面で支え
てくれた上司や同僚、地域の皆
さんのおかげです。長い郵政業
務の中で大きな事故も無く、勤
め上げることができました。心
から感謝しています」と思いを
述べました。
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